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=1 、焦点 ( )$c、0 とするとき、a=5、c=3 より b=4 が求められ、

できる。
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GRAPES を使うとパラメータθを動かすことによって軌跡を具体的に確認することができる。【図①②】

図① 図②

また、(2)について、楕円の定義の復習をしつつ図形的に解法することもできる。

△ AMO について 2AM ＝ AP を考え、2AO となる点 B をとる。すると△ AMO と△ APB は相似となる。

これはパラメータθを動かしても変わらない。【図③】

ここで楕円の定義を復習し、BP+PA について考える。直線 QM は中心 O を通るので原点を中心とする

円の半径をＲ、内接する円の半径をｒとすると、図⑤のように BP+PA ＝２Ｒで一定であることがわかる。

図③ 図④ 図⑤

この問題において、点 A を動かしても楕円になることの確認もできる。【図⑥⑦】

また、円外に点 A を動かし双曲線になることの確認をすることもできる。この場合、楕円と同様に図形

から双曲線の定義を確認することができる。【図⑧】
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xy平面上に原点O を中心とする半径５の円 1C と点A( )3、0 がある。A を通り 1C に内接する円 2C を考える。

点P をAP が 2C の直径になるようにとる。 2C の中心をM、 1C と 2C の接点をQ とする。次の問いに答えよ。

(1) Q の座標を ( )5cosh、5sin h とするとき、M の座標をh を用いて表せ。

(2) 2C がA を通り 1C に内接しながら動くとき、P の軌跡を求めよ。

軌跡の方程式を求めることが


